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Winch, Classical Political Economy and Colonies, p.139. 214頁）。しかし、リカードウの利潤論を
組替え、販路説についても重層的な議論を展開するミルの論理は、ベニヤ板よりはもう少し厚い
ように思われる。ミルとウェイクフィールドとの植民地論に関する論理的な関連ついては、検討
すべき余地が大きく残されている。
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